
指定管理者の候補者

（公財）函館地域産業振興財団

（提案額：89,557千円）
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248.75点

各委員合計得点 100

最高得点をつけた委員数

全委員合計得点（300点満点）

採　　点　　結　　果

４　収支計画書の内容が、施設の管理経費の
縮減が図られるものであること。

①道が支払う管理費用の総額が安価であるこ
と。
②収支計画書の内容が適切であること。
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５　（施設の性質又は目的に応じた加点要
素）

①試験研究機器の使用者に対して指導が行え
る、経験・知識を有していること。
②研究開発業務等を行っている財団との協調が
図られていること（研究開発業務等に支障が生
じない計画を有していること）
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①スタッフ配置体制及びスタッフ教育が充実し
ていること。
②業務処理を安定して行うための能力を有して
いること。 15

審　　査　　項　　目 配点

２　業務計画書の内容が、施設の効用を最大
限に発揮させるものであること。

①使用促進の方策が有効かつ実効性のあるもの
であること。
②工業技術センター使用者の利便性が図られ、
質の高いサービスの提供が期待できること
③管理運営の基本方針や運営面の方策が公の施
設の目的、関係法令と整合性が図られたもので
あること。
④維持管理コスト縮減の方策が適切であるこ
と。
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３　業務計画書に沿った管理を安定して行う
人員、資産その他の能力を有していること。

委員

候補者以外の団体（成績順）

１　正当な理由がない限り住民が施設を利用
することを拒まないものであること及び住民
が施設を利用することについて不当な差別的
取扱いをしないものであること。

①施設の使用にあたり、使用者の平等使用を確
保できること
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